
1872 （明治5） 年 ・ 川崎駅開業
1872 ・ 新橋・横浜間に官設鉄道が開通。川崎停車場（川崎駅）設

置
1874 （明治7） 年 ・ 大区小区制施行、川崎地域は4つの大区と21の小区に改

編
1878 （明治11） 年 ・ 郡区町村編制法施行、川崎地域は80町村に改編
1889 （明治22） 年 ・ 大日本帝国憲法発布
1889 ・ 市制・町村制施行、川崎地域は1町14村に改編
1897 （明治30） 年 ・ 石井泰助が川崎町長に就任
1899 （明治32） 年 ・ 大師電気鉄道（京急大師線）、六郷橋・大師間開通
1905 （明治38） 年 ・ 京浜電気鉄道（京急本線）、品川・神奈川間開通
1908 （明治41） 年 ・ 東京電気（東芝）川崎工場、御幸村南河原で操業開始
1909 （明治42） 年 ・ 日米蓄音機製造（日本コロムビア）川崎工場、川崎町久根

崎に完成
1912 （明治45・大正元） 年 ・ 明治天皇崩御。大正に改元
1914 （大正3） 年 ・ 日本鋼管（JFEスチール）、田島村若尾新田で操業開始
1914 ・ 鈴木商店（味の素）川崎工場、川崎町で操業開始
1924 （大正13） 年 ・ 川崎町、御幸村、大師町が合併、市制が施行され「川崎

市」が誕生。初代市長石井泰助
1925 （大正14） 年 ・ 富士電機製造株式会社川崎工場が下新田で操業を始め

る

・ 東京放送局（NHK）、ラジオ放送開始
1926 （大正15） 年 ・ 東京電気、無尖頭・内面つや消し電球を新マツダ電球、同

ガス入り電球を新マツダ瓦斯入電球と称して発売開始
1926 （昭和元） ・ 大正天皇崩御。昭和に改元
1927 （昭和2） 年 ・ 南武鉄道、川崎・登戸間、矢向・川崎河岸間開通

・ 向ヶ丘遊園開園
1933 （昭和8） 年 ・ 中原町が川崎市に編入される
1935 （昭和10） 年 ・ 富士電機製造株式会社の通信機部門が独立して富士通

信機製造株式会社となる
1936 （昭和11） 年 ・ 日本鋼管株式会社扇町工場が下沼部で操業を開始
1936 ・ 日本電気株式会社玉川向工場が下沼部で操業を開始
1937 （昭和12） 年 ・ 高津町・日吉町の一部が川崎市に編入される。橘村が川

崎市に編入される
1937 ・ 日中戦争始まる
1937 ・ 東京電気無線株式会社小向工場（現東芝小向工場）が操

業を始める
1938 （昭和13） 年 ・ 日本鋼管株式会社でドイツから導入のトーマス転炉の操業

が始まる
1938 ・ 稲田町・生田村・宮前村・向丘村が川崎市に編入される
1938 ・ 富士通信機製造（富士通）、上小田中で操業開始
1939 （昭和14） 年 ・ 富士見公園陸上競技場が竣工、開場式を行う
1940 （昭和15） 年 ・ 皇紀二千六百年建国祭が富士見公園などで挙行される
1940 ・ 富士見公園竣功
1941 （昭和16） 年 ・ 生田緑地、都市計画緑地として決定される
1941 ・ 川崎市青少年団本部、桝形山に鍛錬道場を新設し開場式

を行う
1941 ・ 太平洋戦争始まる
1942 （昭和17） 年 ・ 川崎市内で初空襲、日本鋼管などに被害
1942 ・ 富士見公園野球場の開場式を挙行
1943 （昭和18） 年 ・ 健民運動川崎市体操大会が富士見公園鋼管広場で行わ

れる
1943 ・ 健民運動大行軍が稲毛神社から府中大國魂神社間32km

で実施される
1943 ・ 市、川崎市吹奏楽団主催の米英撃滅戦意昂揚海軍軍楽

隊第演奏会を富士見公園鋼管広場で開催
1945 （昭和20） 年 ・ 東京大空襲
1945 ・ 川崎大空襲
1945 ・ ポツダム宣言受諾、終戦
1946 （昭和21） 年 ・ 准公選により、第8代市長に金刺不二太郎就任
1947 （昭和22） 年 ・ 日本国憲法施行
1948 （昭和23） 年 ・ 改正競馬法公布
1948 ・ 自転車競技法公布、施行
1949 （昭和24） 年 ・ 川崎市自転車競走実施条例公布
1949 ・ 川崎競輪場完成
1949 ・ 川崎競馬場開設
1949 ・ プロ野球、2リーグ分立
1951 （昭和26） 年 ・ 「株式会社川崎スタヂアム」設立
1951 ・ 日本コロムビアが日本初のLPレコードを発売
1951 ・ 富士見公園野球場を整備し、川崎スタジアムと改称して公

式野球場とする
1951 ・ サンフランシスコ平和条約、日米安保条約調印
1952 （昭和27） 年 ・ 川崎球場、大映ユニオンズ対東急フライヤーズ戦でプロ野

球興行開始
1952 ・ 西中原、高津、稲田、生田の各中学校の運動場を開放運

動場とする
1953 （昭和28） 年 ・ NHK、テレビ本放送開始
1954 （昭和29） 年 ・ 高橋ユニオンズが川崎球場をフランチャイズに（1956年ま

で）
1954 ・ 川崎球場で初のナイトゲーム、高橋対西鉄戦

川崎および川崎のスポーツに関する歴史 日本の歴史

「Cheer! Cheer! Hurray! 川崎のスポーツ史展」関連年表

西暦（和暦）



1955 （昭和30） 年 ・ 大洋ホエールズが川崎球場を本拠地にする
1955 ・ 大洋ホエールズ対阪神タイガース戦が停電でノーゲームに

なる（川崎球場）
1955 ・ 高橋トンボのスタルヒンが近鉄パールス戦で通算300勝をあ

げる（川崎球場）
1955 ・ 第10回国民体育大会秋季大会が神奈川県下で開催。川

崎市内では富士見公園内の諸施設を中心に5種目実施
（軟式野球・相撲・重量挙げ・馬術・バレーボール）

1956 （昭和31） 年 ・ 市民会館（市体育館）開館
1957 （昭和32） 年 ・ 県議会、川崎競馬場を関東レース俱楽部に売却することを

可決
1960 （昭和35） 年 ・ 川崎球場に外野スタンドが完成
1960 ・ 川崎球場で初のオールスター戦
1960 ・ 第42回全国高等学校野球選手権大会で法政第二高等学

校が初優勝
1960 ・ 日本シリーズで大洋ホエールズが大毎オリオンズを下し日

本一に
1961 （昭和36） 年 ・ スポーツ振興法制定
1962 （昭和37） 年 ・ 初めて川崎市スポーツ振興審議会委員を委嘱する
1962 ・ 読売ジャイアンツの王貞治が対大洋ホエールズ戦、一本足

打法で初の本塁打（川崎球場）
1963 （昭和38） 年 ・ 川崎スタジアム、商号を株式会社川崎球場に変更
1963 ・ 等々力公園開園
1964 （昭和39） 年 ・ 市内初のボウリング場として川崎ボウリングセンターが南町

に開場
1964 ・ よみうりランド開園
1964 ・ 市役所前でオリンピック東京大会の聖火リレーが行われる
1964 ・ 東京オリンピック開催される
1967 （昭和42） 年 ・ 等々力緑地内に市営陸上競技場が完成、市制43周年記

念市民陸上競技大会を実施
1968 （昭和43） 年 ・ 市水道局、鷺沼配水池の地表面を利用して鷺沼プールを

完成、開場する
1968 ・ 等々力緑地に市営プールが完成、開場する
1969 （昭和44） 年 ・ 市営等々力緑地陸上競技場が完成、公認記念の市民競

技大会を開催
1970 （昭和45） 年 ・ 県の多摩川青少年サイクリングコースが開設。御幸公園か

ら稲田堤まで18.2km
1970 ・ 大師公園内の旧大師プール跡地に建設中の大師プール

が完成し開場する
1971 （昭和46） 年 ・ 市、等々力緑地の東横池を買収・整備してフィッシングコー

ナーとして開園する
1972 （昭和47） 年 ・ 札幌オリンピック開催される
1972 ・ 川崎市、政令指定都市となる。川崎・幸・中原・高津・多摩

の5区が誕生
1973 （昭和48） 年 ・ ロッテオリオンズとしての初の公式戦（近鉄バファローズ戦）

を開催（川崎球場）
1976 （昭和51） 年 ・ 読売ジャイアンツの王貞治が対大洋ホエールズ戦で通算

700号ホームラン（川崎球場）
1977 （昭和52） 年 ・ 大洋ホエールズ横浜移転
1977 ・ ロッテオリオンズ、川崎球場を主拠点に決定
1980 （昭和55） 年 ・ 阪急ブレーブス戦でロッテオリオンズの張本勲が通算3000

安打達成（川崎球場）
1981 （昭和56） 年 ・ ロッテオリオンズ、西武ライオンズ戦に勝利。前期優勝し本

拠地胴上げ（川崎球場）
1982 （昭和57） 年 ・ 高津区から宮前区、多摩区から麻生区が分かれ7区となる

1985 （昭和60） 年 ・ 幸スポーツセンター開館
1986 （昭和61） 年 ・ 麻生スポーツセンター開館
1988 （昭和63） 年 ・ ロッテオリオンズ対近鉄バファローズ戦（川崎球場）
1989 （昭和64・平成元） 年 ・ 昭和天皇崩御。平成に改元
1991 （平成3） 年 ・ 川崎球場にてロッテオリオンズが本拠地としての最後の試

合を行う（福岡ダイエーホークス戦）
1992 （平成4） 年 ・ 川崎球場で最後の一軍公式戦、ロッテオリオンズ対近鉄バ

ファローズ
1993 （平成5） 年 ・ Ｊリーグ開幕。ヴェルディ川崎が等々力陸上競技場を本拠

地に（後期優勝）
1995 （平成7） 年 ・ 阪神・淡路大震災
1995 ・ とどろきアリーナ開館
1997 （平成9） 年 ・ 高津スポーツセンター開館
1998 （平成10） 年 ・ 長野オリンピック開催
1998 ・ 第53回国民体育大会（かながわ・ゆめ国体）開催
2000 （平成12） 年 ・ 川崎球場最後の試合として横浜ベイスターズ対千葉ロッテ

マリーンズのオープン戦開催される
2000 ・ 川崎球場閉場
2001 （平成13） 年 ・ 川崎球場再開
2002 （平成14） 年 ・ 向ヶ丘遊園閉園
2002 ・ 鷺沼プール廃止
2002 ・ 2002FIFAワールドカップ、日本と韓国で開催
2004 （平成16） 年 ・ 川崎市ホームタウンスポーツ推進パートナー制度制定
2006 （平成18） 年 ・ 宮前スポーツセンター開館
2006 ・ 富士通レッドウェーブ、皇后杯優勝
2007 （平成19） 年 ・ 第3回アメリカンフットボール・ワールドカップ開催（等々力

陸上競技場、川崎球場）
2007 ・ 富士通レッドウェーブ、皇后杯優勝



2008 （平成20） 年 ・ 富士通レッドウェーブ、皇后杯優勝
2008 ・ 富士通レッドウェーブ、Ｗリーグ優勝
2011 （平成23） 年 ・ 東日本大震災
2011 ・ スポーツ基本法公布、施行
2011 ・ 多摩スポーツセンター開館
2014 （平成26） 年 ・ 川崎球場、川崎富士見球技場に改称
2015 （平成27） 年 ・ 富士通フロンティアーズ、ライスボウル優勝
2015 ・ 株式会社川崎球場解散
2016 （平成28） 年 ・ 東京2020オリンピック・パラリンピック英国チームの事前キャ

ンプ地に決定
2017 （平成29） 年 ・ 富士通フロンティアーズ、ライスボウル優勝

・ 川崎フロンターレ、Ｊ１リーグ優勝
2018 （平成30） 年 ・ 富士通フロンティアーズ、ライスボウル優勝

・ 川崎フロンターレ、Ｊ１リーグ優勝
2019 （平成31） 年 ・ 富士通フロンティアーズ、ライスボウル優勝

・ 川崎フロンターレ、スーパーカップ優勝
2019 （令和元） ・ 明仁天皇退位。令和に改元

・ ラグビーワールドカップ2019、日本で開催
2019 ・ 台風19号により川崎市に大きな被害が出る

・ 川崎フロンターレ、Ｊリーグカップ優勝
2020 （令和2） 年 ・ 東京2020オリンピック・パラリンピックの開催延期が決定
2020 ・ 川崎フロンターレ、Ｊ１リーグ優勝
2021 （令和3） 年 ・ 川崎フロンターレ、天皇杯優勝

・ 川崎フロンターレ、スーパーカップ優勝
・ 川崎ブレイブサンダース、天皇杯優勝

2021 ・ 東京2020オリンピック・パラリンピック開催
2021 ・ 川崎フロンターレ、Ｊ１リーグ優勝
2022 （令和4） 年 ・ 富士通フロンティアーズ、ライスボウル優勝
2022 ・ 川崎ブレイブサンダース、天皇杯優勝
2022 ・ NECレッドロケッツ、皇后杯優勝
2023 （令和5） 年 ・ 富士通フロンティアーズ、ライスボウル優勝
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